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＜決算ハイライト＞
・売上高 3,454億円
・営業利益 16億円
・経常利益 20億円
・四半期純利益 14億円

・四半期純利益は前年計上の一過性特別利益の反動があるが、
その影響を除くと、実質的には増益
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〈売上高〉
・前年同期比113億円の増加

〈主な要因〉
・商品売上高
組織小売業との取引深耕、新規取引により108億円増加
・物流収入手数料
新たなセンターの受託や物量増などにより、5億円増加
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〈「嗜好・飲料」増加の主な要因〉
・帳合増、取引先の好調など
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〈「スーパー」増加の主な要因〉
・組織小売業との取引深耕

〈「その他小売業」増加の主な要因〉
・Eコマースとの取引増加など
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〈エリア別売上高〉
・関東、東海、関西の三大都市圏で全体の約８０％

・関東、東海北陸、東北、中四国、九州沖縄が増加



〈売上総利益〉
・前年同期比６億円増加

〈主な要因〉
・商流関係
増収により前年同期比４億円増加

・物流関係
新たなセンターの受託や物量増などにより前年同期比２億円増加
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〈営業利益〉
・前年同期比 0.8億円の増加

〈経常利益〉
・前年同期比 １億円の増加
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〈四半期純利益〉
・14億円で着地

・前年一過性特別利益計上の反動あり
実質１億円の増加
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＜投資活動によるキャッシュフロー＞
・主にシステム関連を中心とした固定資産の取得



〈配当〉
・安定配当を継続

・中間配当は計画どおり３７．５円

・期末配当の３７．５円と合わせて、年間配当金は７５円を計画
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〈2019年3月期計画〉
・期初計画通りを予定
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〈「デジタルギフト」「ギフトカード」事業〉
・既存のギフトカードをデジタル化した「デジタルギフト」の需要が急速に拡大

・法人向けセールプロモーション市場への提案を強化

・高付加価値カードとして、「格之進 ギフトカード」を発売
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〈「からだスイッチ」シリーズ〉
・より健康に、いつまでも若々しく生活するために、美味しく最適な食事バランスを通じた
ヘルシーなライフスタイルに「スイッチ」することを目的としたブランド「からだスイッチ」

・現在、１２品を展開

・本年度より販売ルートを拡大
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〈グループ会社：アイ・エム・シー〉
・百貨店を中心としたリテールサポート及びテナント、食品催事の企画運営事業を推進

・全23店舗まで拡大
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